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セメント産業の循環型社会構築に向けた役割

ゴ
ミ
を
生
か
す

廃棄物を無害化処理し
セメントの原料や熱エ
ネルギーの代替として

有効活用

静脈産業として

社会に必要な基礎素材
であるセメントを安定
供給（廃棄物もセメン
トに生まれ変わる）

動脈産業として
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※1：含水等：廃棄物等の含水等（汚泥、家畜ふん尿、し尿、廃酸、廃アルカリ）及び経済活動に伴う土砂等の随伴投入（鉱業、建設業、上水道業の汚泥及び鉱業の鉱さい）

548百万t/年の廃棄物など
が発生

237百万t/年の廃棄物が
循環利用。
うち、26百万t※2がセメント
資源化（全体の約１割に
相当）

出所：令和2年版 環境白書・循環型社会白書・生物多様性白書 p.210

我が国の物質フローと廃棄物のセメント資源化（2017年度）

※2：2017年度のセメント産業の廃棄物・副産物使用量は約2800万tであるが、本物質フローの“廃棄物等”に建設発生土は含まれていないため、その分は除外した。
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下水汚泥の有効利用状況

出所：国土交通省（2018年度発生量 2,418千t）

都市ゴミ焼却灰の発生量に占める

セメント資源化の推移

出所：環境省

社会インフラから排出される廃棄物の処理
石炭灰の有効利用状況

高炉スラグの有効利用状況

出所：（一社）石炭エネルギーセンター

（2018年度利用量：8,759千t）

出所：鐵鋼スラグ協会（2018年度発生量 23,860千t）
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社会インフラから排出される廃
棄物の多く（下水汚泥、石炭灰、
都市ゴミ焼却灰など）は天然粘
土と組成が似ており、その代替
として使用でき、SiO2、Al2O3
の供給源となる。

クリンカ

原料
酸化カルシウ
ム(CaO)

二酸化けい素
(SiO2)

酸化アルミニ
ウム(Al2O3)

酸化鉄
(Fe2O3)

粘土 ～5％ 40～80％ 10～30％ 3～10％

石炭灰 5～20％ 40～65％ 10～30％ 3～10％

焼却灰 20～30％ 20～30％ 10～20％ ～10％

下水汚泥 5～30％ 20～30％ 20～50％ 5～10％

【天然】

【産業廃棄物】

産業廃棄物の化学組成が天然の粘土の化学組成に近く、
クリンカ原料として使用する粘土類のほとんどを廃棄物に置き換えることが出来ている。

原料代替となる廃棄物・副産物とクリンカ組成の関係

石灰石 けい石、粘土

鉄原料

CaO：約65％
SiO2：

約22％

クリンカ

セメント

Al2O3：約5%
Fe2O3：約3% SO3：約2%

(石こうとして

約3.5%)
MgO,他：約3%



熱エネルギー代替廃棄物の使用量の推移

・熱エネルギー代替廃棄物の使用割合が近年伸びている。
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セメント製造用熱エネルギー代替廃棄物使用量の推移



主な熱エネルギー代替廃棄物の使用量の推移

主な熱エネルギー代替廃棄物の使用量の推移（単位：千ｔ）
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セメント工場では、さまざまな法律に基づき

廃プラスチックの受入れを行っている。

セメント工場
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セメント工場で受け入れている廃プラスチックの由来

自動車リサイクル法
（ASR：自動車破砕くず）

廃棄物処理法
（産業系）

廃車 工場

建設リサイクル法
（新築、改装、解体）

工事現場

災害対策基本法
（マテリアルリサイクルに不向きな廃棄物）

災害発生ゴミ

容器包装リサイクル法
（マテリアルリサイクル残差）

家庭ゴミ
（プラゴミ）

廃棄物処理法
（ビニールシート）

農業
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二軸破砕機

風力選別機

セメント工場における廃プラスチックの前処理工程例

一軸破砕機

キルン

二軸破砕機 風力選別機 一軸破砕機 キルン処理

廃プラ

（一次破砕） （金属等の異物除去） （二次破砕）
(空気輸送)

廃プラ



廃プラスチックの利用拡大に向けて
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エネルギー代替廃棄物利用拡大に向けた

設備投資額の推移（単位：百万円）

廃プラスチックの利用拡大に向け、前
処理設備をはじめとして、エネルギー
代替廃棄物利用拡大に向けた投資は、
近年、拡大傾向にある。

一部の国々の輸入規制によって廃プラ
スチック輸出量が減少し、今後は、国
内滞留量が増加することが想定される。

セメント製造におけるエネルギー代替廃棄物の利用率が向上してきている。
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プラスチックくずの国別輸出量の合計の推移

（単位：万ｔ）

出典：環境省 https://www.env.go.jp/press/files/jp/114077.pdf を元に作図



セメント工場では、これまでに左

記の災害において発生した廃棄

物の受入れを行っており、

D.Waste-Net（災害廃棄物処理支

援ネットワーク）発足後は、その一

員として参画し、より一層、復旧・

復興への協力に努めている。

災害廃棄物処理については、地

元自治体と協定を結んでいる工

場もある。

発災日 災害名 主な処理品目

2004年10月 中越地震 木くず

2007年3月 能登半島地震 木くず

2007年7月 中越沖地震 木くず

2011年3月 東日本大震災 木くず、混合廃棄物、不燃物

2014年8月 広島県土砂災害 木くず

2015年9月 関東・東北豪雨 畳

2015年9月 D.Waste-Net に加入

2016年4月 熊本地震 木くず、瓦、混合廃棄物

2016年12月 糸魚川大火 廃材

2017年7月 九州北部豪雨 混合廃棄物、木くず

2018年7月 西日本豪雨 土砂、汚泥、木くず

2019年8月 令和元年8月豪雨 汚泥

2019年10月 令和元年台風19号 土砂、稲わら、木くず

処理量合計 157万ｔ

2004年以降の災害廃棄物の受入処理
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災害廃棄物の処理に向けたセメント産業の支援
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近年の災害により発生した廃棄物処理支援

2016年の糸魚川市駅北大火により発生した「廃材」の受入処理

2019年の令和元年台風19号により発生した「畳」の受入処理

2018年の西日本豪雨により発生した「がれき」「土砂」の受入処理

2019年の令和元年台風19号により発生した「稲わら」の受入処理
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大規模災害における広域処理支援－熊本地震の事例

熊本県「平成28年熊本地震における災害廃棄物処理の記録」,p.58を参考に作成

姫川港での木くずの受入れ

工場への木くずの搬入

木くずのホッパ投入熊本港の木くずの積み込み

工場への廃瓦の搬入

廃プラスチックの搬入

工場近郊の港湾での
木くずの受入れ

調査対象期間：2016年7月～2018年3月（21ヶ月間）

木くず ： 119,200 トン

畳 ： 5,900 トン

廃プラスチック ： 1,800 トン

瓦 ： 18,400 トン

その他（混合廃棄物） ： 70,100 トン

計 ： 215,400 トン

●：熊本災害で発生した廃棄物を
受入れたセメント工場



災害復旧・復興への貢献

温室効果ガスの低減

最終処分場の延命化
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国内産業活動を支える
工場等からの産業廃棄物の受入れ

法律に基づいた適正な処理

社会インフラの円滑な運営を支える
清掃工場焼却灰、下水汚泥等の受入れ

セメント産業の廃棄物受入れ処理が果たす役割

国や自治体等からの要請に応える
・災害廃棄物の受入れ
・不法投棄された産業廃棄物の受入れ

持続可能な社会の構築へ

循環型社会に向けた取り組み
各種廃棄物の受入れ
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